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改革改善
の考え方

①問題
点

事業が実施できる事業者の拡大と事業の利用者の掘り起こし。

②改革
提案

地域包括支援センターで実施している高齢者実態把握調査の中で該当する高齢者を把握し、事業の利用につなげ
る。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

生きがいデイサービスの利用者が介護保険の認定を受け、介護保険のサービスに移行する例があり、利用者の減少となっ
た。

総事業費①+② 9,096 11,532 9,679 10,290

130 130

臨時職員所要時間

一般財源 8,327 11,232 8,909 9,990

人件費計（千円）② 465 465

正規職員所要時間

起債

その他 304 300 305 300

県支出金

事業費計（千円）① 8,631 11,532 9,214 10,290 （そ）生きがいデイ利用者実費負担金

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

介護保険で認定を受けていない一人暮らし、高齢者世帯、日中独居世帯
等で家に閉じこもりがちなために、放置すると要介護状態になる恐れのあ
る高齢者に、定期的に外出し他者との交流の場を提供する。地域包括支
援センターを窓口として受付、長寿支援課で利用決定する。サービス内容
は日常動作訓練や趣味活動、レクリエーションなどを提供し要介護状態へ
の進行を防止する。

１　利用者数
２　延べ利用回数

１　　108名
２  2,180回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

一人暮らし・高齢者世帯等で家に閉じこもりがちなために要介護状態になる恐れのある高齢者に、日常動作訓練や趣味活動（園芸、手
芸、合唱等）、レクリエーションンなどを提供して、要介護状態への進行を防止する。昼食付。利用者は利用料400円と食事の実費を負
担する。（他に実費等の負担がある場合もあり。）
実施施設
デイサービス；上郷、いいだ、北部、竜東、かわじ、かなえ、西部、中部、メイプル、上村、南信濃、ＮＰＯ花の木、千代
宅老所：ひだまり、おいなんよ、おおせぎ、さろんあやめ、ふれあい街道ニイハオ
老人福祉センター：山本、南信濃

成果
指標

閉じこもり防止が図られた率
利用者数／一人暮らし高齢者数*１００

6 3 4 4

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

いきいき暮らせている高齢者の割合

介護保険の認定をうけていない一
人暮らし高齢者数

3862

意図（どういう状態
にするか）

生きがいの場を提供することにより、要介護状態への進
行の原因となる閉じこもり防止を図る。

目
的

対象（誰・何を）
介護保険には該当しないが、一人暮らし又は日中独居
等で家に閉じこもりかちな高齢者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 長寿支援課 H27係等名 長寿支援係 H26係等名 長寿支援係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 12 終了
事務事業名 生きがいデイサービス事業

会計 一般会計
12 16

事業種別 政策

3 施策№ 35 事業№


